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理事会開催報告 ５月２３日（火）午前１０時から、八丈町役場大会議室において「第２回

理事会」が開催されました。主な議題は次の通りです。  

広報委員会開催報告  

５月２３日（火）午前９時２０分から八丈町役場大会議室に

おいて「第１回広報委員会」が開催されました。 

主な議題は次の通りです。 

(１) 令和４年度事業実施報告について 

作品展の中止以外は、計画通り実施できたことを報告 

(２) 広報・会報・チラシの配布について 

広報・会報・チラシの紙面等について抜粋して説明 

(３) 啓発用品の配布について 

品物は検討中であることを説明、決定後配布案を事務局 

で作成、報告することを承認 

(４) 作品展について 

修正案について承認され、今年度は開催を決定 

１ 承認事項 

1)会員の入退会について 

入退会についてすべて承認 

2)監査報告について 

玉置定子監事より５月１２日実施の監査に 

ついて報告、承認 

3)総会の議案について 

議案について事務局より説明し承認 

【報告事項】 

監査報告について 

事業報告について 

【議案】 

第１号議案 令和４年４月１日から令和５ 
     し年３月３１日までの計算書類 

        等の承認の件 
第２号議案 理事８名選任の件 

２ 報告事項 

1)令和５年４月の事業実績について 

全体では前年同月比で増となったが、 

施設の休業による管理群の減を報告 

2)総会の来賓について 

今年度も来賓招待は無しと決定 

３ その他 

1)総会における理事の役割について 

仮議長・司会進行を決定 

2)役員表彰について 

規程により表彰者を決定、総会後に 

表彰式を行うことを承認 

3)理事会招集省略の提案書  

提案書のとおり承認 

 
定時社員総会に 

ついて 
 
出欠票・委任状をま

だ提出されていない

方は、早急に事務局へ

ご連絡ください！ 

℡ ２－４６６６ 
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 （公社）全国シルバー人材センター協会の安全就業ニュースに事故のまと

めと分析について掲載されておりましたので、抜粋してご紹介します。 

 全国のシルバー人材センターでの、令和４年度の死亡事故は就業中１５件

就業途上５件の計２０件、６ヶ月以上の入院は就業中４件、就業途上５件の

計９件でした。 

 就業中の事故の６割が「墜落・転落」で、中でも植木剪定、樹木伐採等に

おける事故が多く、保護帽、墜落制止用具（安全帯）を着用していたら大き

な事故は防げたかも…という事故もあったとのことです。 

 また清掃中の転倒、階段から転落しての死亡事故も起きています。 

 作業現場の確認、機械の整備、保護具の着用の徹底等、事故が起こらない

ように十分注意しましょう。 

（公益社団法人全国シルバー人材センター協会 安全ニュース№１９２より） 

― 就業されている方へ ― 
 
就業中や就業の行き帰りにけがをしたり、
体調が悪くなった時は、 

応急処置をして 
      

病院へ行く、または 
１１９番へ救急車要請 

 

センターに連絡（本人に限らず） 

熱中症等で「気分が悪い」と感じたら無理を
しないで周りの人に声をかけましょう！ 

熱中症に注意！ 
 

のどが渇いてなくても

こまめに水分補給をしま

しょう。 

暑さの感じ方は、人に

よって異なります。 

各自で体調の変 

化に気をつけ、健 

康管理の徹底をお 

願いいいたします。 

安全管理委員会開催報告  

５月３１日（水）午前１０時から八丈町役場第２会議室において、「第１回安全管理委員

会」が開催されました。主な議題は次の通りです。  

１ 令和５年３月～５月までの事故報告に 

ついて 

事務局より４件の事故について報告 

２ 令和４年度安全管理活動実施計画の 

総括について 

事務局より昨年度の活動について報告 

３ 意見交換会の報告について 

３月書面開催の意見交換会について 

報告説明、方法について変更を決定 

４ 安全就業標語の募集について 

（八丈町独自のもの） 

例年通り募集することを決定、７月の会 

報に募集チラシを同封 

５その他について 

次回の開催予 

定日を決定 
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資料館のお宝（７４） 

八丈島歴史民俗資料館 伊藤 宏 

 

藍ヶ江に漂着した出羽国幕府領の年貢米をめぐって （四） 
） 
 

１８１１年（文化８）２月２２日（旧暦）、出羽国

米沢藩預け地（幕府領）屋代郷の年貢米を積

んだ千石船が中之郷藍ヶ江に漂着しました。

馬の背で奥羽山脈を越え、阿武隈川を下って

河口の湊荒浜へ。中型船に積み換えられ、松

島湾の寒風沢でさらに石ノ巻湊（宮城県）米

沢屋平之丞船に積み換えられて江戸に向か

う途中大
おお

時
し

化
け

に遭
あ

い、藍ヶ江に流れ着いたの

でした。 

大量の城米を運んだ船が漂着した時、八

丈島は深刻な飢饉に陥っていました。知らせ

を受けた幕府は、普請役河口覚蔵と代官手

代三嶋民右衛門を支援食糧といっしょに島に

派遣しました。２月までの餓死者が４００人に

及ぶ惨状を目の当たりにした２人は直ちに江

戸に戻り、「八丈島は近年打続く凶作で困窮

状態が続き囲穀も底をつき、飢えが差し迫っ

ている。万一さらに作柄がよくなければたいへ

ん厳しい状況に追い込まれる」と報告しまし

た。幕府は当面の支援米として５００石を籾
もみ

で、また精米で２０００石を備
び

蓄
ち く

米
まい

として下付

することとし、２人の役人は５月に再び渡島し

備蓄を指示して８月に離島しました。半年ほど

の間に、かなりの米が島に運び込まれたこと

になります。来島した役人は漂着の城米につ

いて報告を受けなかったのでしょうか。 

翌年になって、代官所から福永良左エ門と

増田勝五郎という２人の手代が漂着委年貢米

の処分法を調査するため来島しました。地役

人菊池左内、中之郷名主作之丞、末吉村名

主市十郎と樫立村名主小次郎、左内所有漁

船船頭の歳次郎らは取り調べの間謹慎を命じ

られ、８月１１日には船頭歳次郎が牢に入れら

れました（翌年５月９日まで）。代官所手代は

捜査を終えて１１月の笹本平三郎預りの御船

で離島しました。そのとき、地役人菊池左内と

中之郷名主菊池作之丞の２人を連行したと思

われます。 

明けて文化１０年、島に届いた知らせは、地

役人左内と中之郷名主作之丞の獄死と、勘

定奉行肥田豊後守の次のような判決申渡しで

した。「八丈島中之郷の名主作之丞は、地役

人菊池左内の勧めるままに、海中より拾い揚

げた御米のうち、３０俵を内々に引き取り、自

分の知り合いに配り、自分の食糧にも使い、

拾い揚げた高と異なる浦証文に押印し差し出

したことは、不届。存命ならば、遠島（島替

え）。（左内は存命ならば獄門）末吉村名主市

十郎と樫立村名主小次郎は銭３貫文の過料、

他の関係者は左内からもらった米の返却。流

人７人が叱りの刑」というものでした。 

  飢饉というきびしい状況の中、島全体に関

わる漂着米の私物化が秘密裏に行えるものな

のか。規則通りに処理すれば、藍ヶ江で引揚

げた城米はいったん大里陣屋の囲蔵に納め

て幕府の指示を待たなければなりません。八

丈島の指導層としては、目の前の漂着米を一

刻も早く飢えに苦しむ村人に配ることを優先し

たのではないか。『八丈実記』が伝える地役人

左門の評判がそうした想像へ誘うのです。 

  「地役人菊池左内武
たけ

憲
の り

、同菊池左平次武
たけ

仁
ひと

は、百姓五人組に流人を組合せて危難を

救い、また流人に五ヵ村を往来して商売する

ことを認めた。これは思慮深い善政である。」

また、流人谷秀弘は「罪あって配所の月を見

ること星霜２７年、今年（１８３６）丙申
ひのえさる

７０歳の春

を迎えました。もう昔のことですが、この島に上

陸したばかりの頃、地役人をお勤になる大賀

郷の菊池左内といった人がおった。外国の歴

史にも詳しく、また服部嵐
らん

雪
せつ

門下の俳諧に遊

ぶ風流な方で、雅名は鳳亭
おおとりてい

魯石
ろ せ き

と呼び申し

た……」  

中之郷名主菊池作之丞朝邑
と も む ら

は中之郷菊池

家の１５代目。１７９４年（寛政６）２月２０日江戸

で死んだ父の跡を継いでから１８年間名主の

職にあり、飢饉や 

遭難船の救助は 

たびたび経験し 

ていました。〔続く〕 

【写真】 

漂着米は阿武隈川

を下った 
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配 分 金 材 料 費 事 務 費 計
公 共 45 1,386 7,407,063 300,361 689,424 8,396,848
民 間 14 86 420,104 12,395 39,796 472,295
計 59 1,472 7,827,167 312,756 729,220 8,869,143

公 共 89 2,942 16,216,022 682,525 1,494,202 18,392,749
民 間 37 262 1,327,863 33,565 126,064 1,487,492
計 126 3,204 17,543,885 716,090 1,620,266 19,880,241

5
月

累

計

令和５年度事業実績

月 区分
受  託
件  数

就業延
日人員

契 約 金 額

 

 ５月末会員数 ２６０名  就業実人員 １４４名  就業率 ５５.４％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員入退会状況（５月分） 
 
入会者  よろしくお願いします 

    男性 １名 女性 １名 

 

退会者  お疲れ様でした 

男性 １名 女性 １名 
 

❊就業相談のお知らせ❊ （要予約） 
 

日時  ７月１４日（金）午後３～５時 

場所  八丈町役場第２会議室 

申込  お電話ください☎２－４６６６ 

事務局より 来月の配分金支払日は、 

７月１４日（金）です。 
―・―・―・―・―・―・―・―・― 

５月にお送りしました「緊急連絡先調査

票」のご提出の最終締切は６月３０日で

す。ご協力よろしくお願いいたします。 

賃 金 手 数 料 等 計

1 41 136,817 46,272 183,089

令和５年度派遣事業実績

受託件数 就業延日人員
契 約 金 額

５年度累計

八丈町ＳＣ 
安全就業標語 

 
忘れるな 仕事はじめの 再確認  

手を抜くな お客はそっと 見ているよ 


